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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンビソニックオーディオデータを復号する方法であって、
　オーディオ復号デバイスによって、複数の高次アンビソニック係数によって記述された
音場のバックグラウンド成分を表す環境アンビソニック係数の無相関化された表現を取得
することと、ここで、前記環境アンビソニック係数の前記無相関化された表現は、前記音
場の１つまたは複数のフォアグラウンド成分から無相関化されており、ここにおいて、前
記音場を記述する複数の高次アンビソニック係数のうちの少なくとも１つは、１またはゼ
ロの次数を有する球面基底関数に関連付けられる、
　前記オーディオ復号デバイスによって、複数の再相関化された環境アンビソニック係数
を取得するために、再相関化変換を前記環境アンビソニック係数の前記無相関化された表
現に適用することと
　を備える方法。
【請求項２】
　前記再相関化変換を適用することが、前記オーディオ復号デバイスによって、逆位相ベ
ース変換を前記環境アンビソニック係数に適用することを備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記逆位相ベース変換が、Ｎ３Ｄ（フル３Ｄ）正規化の１つに従って正規化されている
、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記逆位相ベース変換が、ＳＮ３Ｄ正規化（シュミット半正規化）に従って正規化され
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ている、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記環境アンビソニック係数が、０の次数または１の次数を有する球面基底関数に関連
付けられ、前記逆位相ベース変換を適用することが、前記オーディオ復号デバイスによっ
て、前記環境アンビソニック係数の前記無相関化された表現に対して位相ベース変換のス
カラー乗算を実行することを備える、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記オーディオ復号デバイスによって、環境アンビソニック係数の前記無相関化された
表現が無相関化変換で前記１つまたは複数のフォアグラウンド成分から無相関化されたと
いう指示を取得することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記オーディオ復号デバイスによって、前記複数の高次アンビソニック係数によって記
述された前記音場の前記１つまたは複数のフォアグラウンド成分の空間特性を定義する１
つまたは複数の空間成分を取得すること、ここで、前記空間成分は、球面調和領域におい
て定義される、
　前記オーディオ復号デバイスによって、前記再相関化された環境アンビソニック係数を
、前記１つまたは複数の空間成分に基づいて取得された１つまたは複数のフォアグラウン
ドチャネルと組み合わせることと
　をさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　アンビソニックオーディオデータを処理するためのデバイスであって、
　　処理されるべき前記アンビソニックオーディオデータの少なくとも一部分を記憶する
ように構成されたメモリデバイスと、
　　前記メモリデバイスに結合された１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つま
たは複数のプロセッサは、
　　　前記メモリデバイスへ記憶された前記アンビソニックオーディオデータの前記一部
分から、複数の高次アンビソニック係数によって記述された音場のバックグラウンド成分
を表す環境アンビソニック係数の無相関化された表現を取得することと、ここで、前記環
境アンビソニック係数の前記無相関化された表現は、前記複数の高次アンビソニック係数
によって記述された前記音場の１つまたは複数のフォアグラウンド成分から無相関化され
ており、ここにおいて、前記音場を記述する前記複数の高次アンビソニック係数のうちの
少なくとも１つは、１またはゼロの次数を有する球面基底関数に関連付けられ、環境アン
ビソニック係数の前記無相関化された表現は、４つの係数シーケンスを備えるＣAMB,2、
ＣAMB,3、およびＣAMB,4を備える、
　　　複数の再相関化された環境アンビソニック係数を取得するために、再相関化変換を
前記環境アンビソニック係数の前記無相関化された表現に適用することと
　　を行うように構成される、
　デバイス。
【請求項９】
　前記４つの係数シーケンスのうちの第１の係数シーケンスは左信号に関連付けられ、前
記４つの係数シーケンスのうちの第２の係数シーケンスは右信号に関連付けられる、請求
項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記再相関化変換の前記右信号と前記左信号への
適用なしに、左スピーカーフィードとして前記左信号を使用し、右スピーカーフィードと
して前記右信号を使用するように構成される、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、モノオーディオシステムによる出力のために、前
記左信号と前記右信号とを混合するように構成される、請求項９に記載のデバイス。
【請求項１２】
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　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記再相関化された環境アンビソニック係数を１
つまたは複数のフォアグラウンドチャネルと組み合わせるように構成される、請求項８に
記載のデバイス。
【請求項１３】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記再相関化された環境アンビソニック係数と組
み合わせるべきフォアグラウンドチャネルが利用可能ではないと決定するようにさらに構
成される、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、
　　前記複数の高次アンビソニック係数によって記述された前記音場がモノオーディオ再
生システムを介して出力されるべきであると決定することと、
　　前記モノオーディオ再生システムによる出力のためのデータを含む前記無相関化され
た環境アンビソニック係数の少なくともサブセットを復号することと
　を行うようにさらに構成される、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記メモリデバイスへ記憶された前記アンビソニ
ックオーディオデータの前記一部分から、環境アンビソニック係数の前記無相関化された
表現が無相関化変換に基づいて前記１つまたは複数のフォアグラウンド成分から無相関化
されるという指示を取得するようにさらに構成される、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記複数の再相関化された環境アンビソニック係
数に基づいてスピーカーフィードを生成するように構成され、前記デバイスは、前記１つ
または複数のプロセッサに結合されたラウドスピーカーをさらに備え、前記ラウドスピー
カーは、前記再相関化された環境アンビソニック係数に基づいて生成された前記スピーカ
ーフィードを出力するように構成される、請求項８に記載のデバイス。
【請求項１７】
　オーディオデータを圧縮するためのデバイスであって、
　　圧縮されるべき前記オーディオデータの少なくとも一部分を記憶するように構成され
たメモリデバイスと、
　　前記メモリデバイスに結合された１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つま
たは複数のプロセッサが、
　　　音場を記述し、前記メモリデバイスへ記憶された前記オーディオデータに含まれる
複数の高次アンビソニック係数から、前記音場のバックグラウンド成分を表す環境アンビ
ソニック係数を抽出することと、ここにおいて、前記複数の高次アンビソニック係数のう
ちの少なくとも１つは、１またはゼロの次数を有する球面基底関数に関連付けられる、
　　　前記環境アンビソニック係数の無相関化された表現を取得するために、前記複数の
高次アンビソニック係数によって記述された前記音場の１つまたは複数のフォアグラウン
ド成分から前記抽出された環境アンビソニック係数を無相関化するために位相ベース変換
を環境アンビソニック係数に適用することと、
　　　前記環境アンビソニック係数の前記無相関化された表現に基づいてオーディオ信号
を前記メモリデバイスへ記憶することと
　　を行うように構成される、
　デバイス。
【請求項１８】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、１つまたは複数のフォアグラウンドチャネルとと
もに、前記オーディオ信号に含めるようにさらに構成される、請求項１７に記載のデバイ
ス。
【請求項１９】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記オーディオ信号に関連付けられたターゲット
ビットレートが所定の閾値を満たすかまたは超えるという決定に応答して、１つまたは複
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数のフォアグラウンドチャネルとともに前記無相関化された環境アンビソニック係数をシ
グナリングするように構成される、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記メモリデバイスへ記憶された前記オーディオ
信号のいかなるフォアグラウンドチャネルもシグナリングすることなしに、前記メモリデ
バイスへ記憶された前記オーディオ信号の前記無相関化された環境アンビソニック係数を
シグナリングするようにさらに構成される、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記オーディオ信号に関連付けられたターゲット
ビットレートが所定の閾値を下回るという決定に応答して、前記メモリデバイスへ記憶さ
れた前記オーディオ信号のいかなるフォアグラウンドチャネルもシグナリングすることな
しに、前記メモリデバイスへ記憶された前記オーディオ信号の前記無相関化された環境ア
ンビソニック係数をシグナリングするように構成される、請求項２０に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、前記無相関化変換が前記環境アンビソニック係数
に適用されているという指示を、前記記憶されたオーディオ信号に含めるようにさらに構
成される、請求項２１に記載のデバイス。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数のプロセッサに結合されたマイクロフォンをさらに備え、前記マイ
クロフォンは、圧縮されるべき前記オーディオデータをキャプチャするように構成される
、請求項１７に記載のデバイス。
【請求項２４】
　　アンビソニックオーディオデータを処理するためのデバイスであって、
　　処理されるべき前記アンビソニックオーディオデータの少なくとも一部分とＵｓｅＰ
ｈａｓｅＳｈｉｆｔＤｅｃｏｒｒフラグとを記憶するように構成されたメモリデバイスと
、
　　前記メモリデバイスに結合された１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つま
たは複数のプロセッサは、
　　　前記ＵｓｅＰｈａｓｅＳｈｉｆｔＤｅｃｏｒｒフラグの値が１に等しいと決定する
ことと、
　　　前記ＵｓｅＰｈａｓｅＳｈｉｆｔＤｅｃｏｒｒの前記値が１に等しいことに基づい
て、前記メモリデバイスへ記憶された前記アンビソニックオーディオデータの前記一部分
から、複数の高次アンビソニック係数によって記述された音場のバックグラウンド成分を
表す環境アンビソニック係数の無相関化された表現を取得することと、ここで、前記環境
アンビソニック係数の前記無相関化された表現は、前記複数の高次アンビソニック係数に
よって記述された前記音場の１つまたは複数のフォアグラウンド成分から無相関化されて
おり、ここにおいて、前記音場を記述する前記複数の高次アンビソニック係数のうちの少
なくとも１つは、１またはゼロの次数を有する球面基底関数に関連付けられる、
　　　複数の再相関化された環境アンビソニック係数を取得するために、再相関化変換を
前記環境アンビソニック係数の前記無相関化された表現に適用することと
　　を行うように構成される、
　デバイス。
【請求項２５】
　前記メモリに結合されたインターフェースをさらに備え、前記インターフェースは、
　　前記アンビソニックオーディオデータの少なくとも一部分を備えるビットストリーム
を受信することと、
　　前記ＵｓｅＰｈａｓｅＳｈｉｆｔＤｅｃｏｒｒフラグを受信することと
　　を行うように構成される、
　請求項２４に記載のデバイス。
【請求項２６】
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　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記複数の再相関化された環境アンビソニック係
数に基づいてスピーカーフィードを生成するように構成される、請求項２４に記載のデバ
イス。
【請求項２７】
　前記１つまたは複数のプロセッサに結合されたラウドスピーカーをさらに備え、前記ラ
ウドスピーカーは、前記再相関化された環境アンビソニック係数に基づいて生成された前
記スピーカーフィードを出力するように構成される、請求項２６に記載のデバイス。
【請求項２８】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記複数の再相関化された環境アンビソニック係
数を使用して前記音場を再構成するようにさらに構成される、請求項２４に記載のデバイ
ス。
【請求項２９】
　アンビソニックオーディオデータを処理するためのデバイスであって、
　　処理されるべき前記アンビソニックオーディオデータの少なくとも一部分を記憶する
ように構成されたメモリデバイスと、
　　前記メモリデバイスに結合された１つまたは複数のプロセッサとを備え、前記１つま
たは複数のプロセッサは、
　　　前記メモリデバイスへ記憶された前記アンビソニックオーディオデータの前記一部
分から、複数の高次アンビソニック係数によって記述された音場のバックグラウンド成分
を表す環境アンビソニック係数の無相関化された表現を取得することと、ここで、前記環
境アンビソニック係数の前記無相関化された表現は、前記複数の高次アンビソニック係数
によって記述された前記音場の１つまたは複数のフォアグラウンド成分から無相関化され
ており、ここにおいて、前記音場を記述する前記複数の高次アンビソニック係数のうちの
少なくとも１つは、１またはゼロの次数を有する球面基底関数に関連付けられ、前記環境
アンビソニック係数の前記無相関化された表現は、４つの係数シーケンスを備えるＣI,AM

B,1、ＣI,AMB,2、ＣI,AMB,3、およびＣI,AMB,4を備える、
　　　複数の再相関化された環境アンビソニック係数を取得するために、再相関化変換を
前記環境アンビソニック係数の前記無相関化された表現に適用することと、を行うように
構成され、ここにおいて、前記再相関化変換を適用するために、前記１つまたは複数のプ
ロセッサは、
　　　前記再相関化変換の係数ｃ（０）と、前記係数シーケンスＣI,AMB,1およびＣI,AMB

,2の間の差との第１の乗算の結果に基づいて第１の位相シフトされた信号を生成すること
と、
　　　前記再相関化変換の係数ｃ（１）と、前記係数シーケンスＣI,AMB,1およびＣI,AMB

,2の合計との第２の乗算の結果に基づいて第２の位相シフトされた信号を生成することと
　　を行うように構成される、
　デバイス。
【請求項３０】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　　第１の位相シフトされた信号、前記再相関化変換の係数ｃ（３）、前記再相関化変換
の係数ｃ（２）、および前記係数シーケンスＣI,AMB,1およびＣI,AMB,2に基づいて第１の
組合せを生成することと、
　　第２の位相シフトされた信号、前記再相関化変換の係数ｃ（５）、前記係数シーケン
スＣI,AMB,1およびＣI,AMB,2の間の差、前記再相関化変換の係数ｃ（６）、および前記係
数シーケンスＣI,AMB,3に基づいて第２の組合せを生成することと、
　　前記係数シーケンスＣI,AMB,4を取得することと、
　　前記再相関化変換の係数ｃ（４）、前記係数シーケンスＣI,AMB,1およびＣI,AMB,2、
および前記第１の位相シフトされた信号に基づいて第３の組合せを生成することと
　　を行うようにさらに構成される、
　請求項２９に記載のデバイス。
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【請求項３１】
　前記再相関化変換は、前記係数ｃ（０）、前記係数ｃ（１）、前記係数ｃ（２）、前記
係数ｃ（３）、前記係数ｃ（４）、前記係数ｃ（５）、および前記係数ｃ（６）を備える
係数のセットに少なくとも部分的に基づく逆位相ベース変換を備え、前記係数ｃ（０）、
前記係数ｃ（１）、前記係数ｃ（２）、前記係数ｃ（３）、前記係数ｃ（４）、前記係数
ｃ（５）、および前記係数ｃ（６）の各々は、異なる値を有する、請求項３０に記載のデ
バイス。
【請求項３２】
　前記第１の組合せは、
　前記係数ｃ（３）と前記第１の位相シフトされた信号との第３の乗算の結果、前記係数
ｃ（２）と、前記係数シーケンスＣI,AMB,1およびＣI,AMB,2の前記合計との第４の乗算の
結果、および前記第３の乗算の結果と前記第４の乗算の結果との合計に基づく、
　請求項３０に記載のデバイス。
【請求項３３】
　前記第２の組合せは、
　前記係数ｃ（５）と、前記係数シーケンスＣI,AMB,1およびＣI,AMB,2の間の前記差との
第３の乗算の結果、前記係数ｃ（６）と前記係数シーケンスＣI,AMB,3との第４の乗算の
結果、および前記第３の乗算の結果と前記第４の乗算の結果と前記第２の位相シフトされ
た信号との合計に基づく、
　請求項３０に記載のデバイス。
【請求項３４】
　前記第３の組合せは、
　前記係数ｃ（４）と前記係数シーケンスＣI,AMB,1およびＣI,AMB,2の前記合計との乗算
の結果、および前記乗算の結果と前記第１の位相シフトされた信号との合計に基づく、
　請求項３０に記載のデバイス。
【請求項３５】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記複数の再相関化された環境アンビソニック係
数に基づいてスピーカーフィードを生成するように構成される、請求項２９に記載のデバ
イス。
【請求項３６】
　前記１つまたは複数のプロセッサに結合されたラウドスピーカーをさらに備え、前記ラ
ウドスピーカーは、前記再相関化された環境アンビソニック係数に基づいて生成された前
記スピーカーフィードを出力するように構成される、請求項３５に記載のデバイス。
【請求項３７】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記複数の再相関化された環境アンビソニック係
数係数を使用して前記音場を再構成するようにさらに構成される、請求項２９に記載のデ
バイス。
【請求項３８】
　前記オーディオ復号デバイスによって、前記再相関化変換を前記環境アンビソニック係
数の前記無相関化された表現に前記適用することから取得された前記複数の再相関化され
た環境アンビソニック係数に基づいて、スピーカーフィードを生成することをさらに備え
る、請求項１に記載の方法。
【請求項３９】
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記再相関化変換を前記環境アンビソニック係数
の前記無相関化された表現に前記適用することから取得された前記複数の再相関化された
環境アンビソニック係数に基づいて、スピーカーフィードを生成するようにさらに構成さ
れる、請求項８に記載のデバイス。
【請求項４０】
　前記１つまたは複数のプロセッサが、ステレオ再生システムによる出力のために、前記
左信号に基づいて左スピーカーフィードを生成し、前記右信号に基づいて右スピーカーフ
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ィードを生成するように構成される、請求項９に記載のデバイス。
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